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上越森林管理署

～上越森林管理署の概要～



１ 上越森林管理署について１ 上越森林管理署について

① 新潟県南西部に位置する上越森林計画区内の上越市、妙高市及び糸魚川市の3市に所在す

る国有林約3万6千 ha（官行造林地を含む）を管理経営しています。その多くは関川、姫川等の

各河川源流部の水源地域に位置しています。

② 管内の国有林は、ブナを主体とする天然林が約97 %を占め、また、保安林率が96 %であり、山

地災害の防止、水源の涵養等重要な役割を果たしています。

③ 妙高山、焼山等の国有林において国有林野内直轄治山事業を実施するとともに、地すべり地

帯である上越市安塚区、牧区及び十日町市松之山の民有林2千 haにおいて民有林直轄地す

べり防止事業を実施しています。

④ 良好な自然環境が豊富で、日本百名山の妙高山・火打山・高妻山・雨飾山をはじめ、県内最

高峰の小蓮華山、焼山、米山等数多くの山岳がそびえ、登山、ハイキング等の森林レクリエー

ションや自然観察、森林環境学習等に利用されています。

⑤ 国内有数のスキーエリアであり、国有林を活用したスキー場が、妙高山麓の赤倉、杉野沢、

関山等に6か所、上越市安塚区に1か所あります。

「国民の森林」である国有林について、公益的機能の維持増進を旨とする公益重視の管理経営を

推進するとともに、地域の森林・林業の再生への貢献、林業の成長産業化に向けた取組を行ってい

ます。
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表紙：
＜中央＞松ヶ峯より望む妙高山
＜下段左から＞ミズバショウ、シラネアオイとニリンソウ、タラの芽

かん

みょうこうさん ひうちやま たかつまやま あまかざりやま



良質な水の安全供給を
確保する観点から、水源
涵養機能の発揮を第一と
する森林です。
なお、水源涵養機能は全
ての国有林において発揮
が期待される機能です。

国民の皆さんに憩いと学び
の場等を提供したり、豊か
な自然景観や歴史的風致
を構成する観点から、保健、
レクリエーション、文化機能
の発揮を第一とする森林で
す。

生態系として森林の重要
性を踏まえた観点から、
原生的な森林生態系や
希少な生物の生育・生息
する森林など、生物多様
性保全機能の発揮を第
一とする森林です。

災害に強い国土基盤を形
成する観点から、山地災害
防止及び土壌保全機能の
発揮を第一とする森林です。どんな森林か

国民生活に欠かせない
良質で豊かな水の供給
を重視して森林を守り育
てます。

スポーツやレクリエーション、
教養文化活動など、国民
の森林とのふれあいの場
を提供することを重視して
森林を守り育てます。

原生的な天然林からなる
自然景観の維持、動植物
の保護など、自然環境を
保全することを重視して
森林を守り育てます。

土砂流出や山崩れから、
生命・財産を守るなど、安
全で安心な国民生活の維
持を重視して森林を守り育
てます。

何をするのか

２ 森林の概要等

国有林野では森林の役割に応じ、

① 山地災害防止タイプ

② 自然維持タイプ

③ 森林空間利用タイプ

④ 水源涵養タイプ

⑤ 快適環境形成タイプ

の5つの機能に分け、公益林とし

て、それぞれに適応した管理経営

を行っています。
（注：管内には「快適環境形成タイプ」の

森林はありません。）

機能類型区分

山地災害防止タイプ

自然維持タイプ

森林空間利用タイプ

水源涵養タイプ

機能類型区分面積（35,561ha）

国有林

民有林森林率森林面積区域面積市町村 林野庁林野庁所管

所管以外小計官行造林国有林野

5484,294104,28448,76355%53,60597,389上 越 市

1,04315,1323315,09918,46478%34,63944,563妙 高 市

⁻16,1961816,17848,31386%64,50974,624糸魚川市

1,59135,6226135,561115,53971%152, 753216,576計

注：区域面積：国交省「全国都道府県市町村別面積調」（R7.4.1）、国有林野面積：林野庁資料（R7.3.31時点）、林野庁所管以外国有林：農林業センサス(2020)、
民有林面積：新潟県地域森林計画 （ 四捨五入の関係から計が一致しない場合がある。）

水源涵養
タイプ

森林空間
利用タイプ

自然維持
タイプ

山地災害
防止タイプ

計区分

104567－285956人工林

3,2663,90112,8208,23028,217天然林

161924,8461,3346,388その他

3,3864,65917,6669,85035,561計

機能類型区分ごとの面積 （単位：ha）
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資料：第７次国有林野施業実施計画（R7.3.31時点、官行造林含まず。） 注：四捨五入の関係から計が一致しない場合がある。

◎管内の森林面積等 （単位：ha）
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３ 事業のあらまし

山地災害から国民の生命・財産を保全し、また、発生した災害から復旧し、安全で安心して暮らせ

る国土づくり、豊かな水を育む森林づくりを推進することを目的として治山事業を行っています。

治山事業は、保安林の指定目的（水源のかん養、土砂流出の防備、土砂の崩壊の防備等）を達

成するために行う保安施設事業及び地すべり防止工事に関する事業をあわせたものです。

【国有林野内直轄治山事業】
当署管内では、「焼山噴火（昭和49年7月28日）」、「5.18妙

高高原地すべり災害（昭和53年5月18日）」等の大きな自然災

害が発生しています。このような災害の復旧や予防のため、

国有林野内の各地区において、渓間工、山腹工等の整備を

行う治山工事を実施しています。

【焼山火山地区予防治山工事】 （新潟県糸魚川市）

【長トガ地区復旧治山工事】 （新潟県糸魚川市）

① 安全で安心して暮らせる国土づくり

糸魚川市
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火打山・焼山の北麓では、昭和49年度から治山工事に

着手し、治山ダムを主体とする渓間工を実施しています。

治山ダムは、雨や雪による斜面の縦浸食による崩壊又

は崩壊の危険性がある山腹斜面や不安定土砂を固定す

ることを目的に設置しています。

糸魚川市の姫川水系小滝川の上流域（東俣沢源頭部）で、令和元
年6月に山腹崩壊が発生し、白濁の濁水は小滝川を流下して日本海
まで達しました。その流域周辺の水力発電所、農業用水及び漁業に
影響が出ているため、早急の復旧が求められています。現地までの
資材運搬路がないため、ヘリコプターにより資材を運搬して施工して
います。

ヘリコプターによる「袋型石詰筋工」を施工し、土砂の移動を抑制した後、
航空実播工により植生回復も計画するなど、早期の復旧を目指しています。

平成30年度からは、融雪

型火山泥流への対策も進め

ています。
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上越市

妙高市

【杉野沢地区復旧治山工事】 （新潟県妙高市）

◎国有林内の主な治山工事

治山工事には、主に渓間工と山腹工があります。

渓間工：山崩れで発生した土砂等は沢に

たまります。その土砂が台風や大雨に

より一度に下流へ流れ出さないように

沢に治山ダム等を整備します。

・コンクリート谷止工

・鋼製スリットダム 等

山腹工：のり切工やのり枠工等を施工し、

山腹崩壊の拡大防止を図ります。また、

植生の早期回復を図るために柵工や

伏工等も行います。

・コンクリート法枠工 ・丸太筋工

・鋼製枠土留工 ・植生マット伏工 等

山腹工の例

当地区は、「火打山」及び活火山の「焼山」を水源とする関川水系の源流部に位置しています。

地区内を縦断する真川では融雪期や降雨期における大量の土砂堆積や河川水の流入による

渓岸浸食により、荒廃が進んでいます。

令和元年10月の台風19号によってさらに被害が拡大し、早急な対策が必要となったことから、

真川流域の全体計画を策定し、令和3年度から順次治山施設を整備しています。

施工に当たっては、地球温暖化防止等にも資するよう木材を積極的に利用した工法を採用し

ています。また、地元漁協からの要望を反映した魚道を設置するなど、生物多様性の保全に資

する工事も推進しています。

侵食が進む真川 木材を利用した木工沈床工

完成した谷止工（副ダム）

コンクリート法枠工と土留工

渓間工の例

丸太残存型枠を用いた谷止工

魚類の遡上も考慮し、
中央部に魚道を設ける施工

洗掘が進み堰堤の
倒壊が危惧される

真川上流部の鍋倉沢で
平成26年より施工されている流路工
令和3年度で完成
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◎民有林内の主な地すべり防止工事
地すべり防止工事としては、主に次の2工法があります。

抑制工：地下水の排除や自然条件を変えること（排土・盛土等）で地すべりの滑動力を抑制し、間接的に

地すべりを防止します。地下水排除は地すべりの性質を改善するため、抑制効果が長く持続されま

す。排土、盛土等の施工場所は限られますが、即効性があり多くの場合、確実な効果が得られます。

・集水井工 ・横孔ボーリング排水工 ・排土工 ・押え盛土工 等

抑制工の例

ライナープレート集水井工

横孔ボーリング排水工

抑止工：構造物を設置することで、地すべりの滑動力を抑止し、直接的に地すべりを防止します。

施工効果に即効性がある反面、施工コストは抑制工に比べて割増となります。

・アンカー工 ・杭工 等

【民有林直轄地すべり防止事業】
「民有林直轄地すべり防止事業」は、地すべり等防止法に基づき、民有地に発生した

地すべりに係る工事の規模が著しく大きい場合や高度の技術を必要とする場合等におい

て、国土の保全上特に重要であると認められるときは、国が都道府県に代わって行う事

業です。

当署では、同法に基づき指定された民有林の地すべり防止区域のうち、上越市安塚区で2区域

835 ha、同市牧区で1区域478 ha、十日町市松之山で2区域539 haの計5区域1,852 haにおいて、

新潟県に代わって地すべり防止事業を実施しています。

基盤

地すべり土塊

杭工

アンカー工 横孔ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ排水工

集水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ工

排水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ工

地下水の流れ

すべり面

土留工

押え盛土工 排土工

水路工

集
水
井
工

地すべり防止工事の模式図

治山ダム工

アンカー工

抑止工の例

杭工
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◎ 音沢地区の地すべり防止対策
（十日町市松之山）

平成17年8月16日に、幅30 m～120 m、

長さ300 m、推定移動土砂量7万5千 ㎥

の大規模な地すべりが発生しました。

施工後約7年が経過した現地の状況。地

すべりの兆候もなく緑化が進み安定して

います。

災害発生時

対策工完成

施工７年後

早期の復旧を目指し、集水井工、アンカー

工、法枠工、土留工、水路工等の対策工を

実施しました。

上鰕池追加区域

上鰕池区域

天水島区域

湯山区域

音沢区域
須川区域

伏野区域

上山区域

清水平区域

市ノ沢区域

拡大図

上牧区域

民有林直轄地すべり防止事業地域

上越市
十日町市

凡 例

現在進行中の事業箇所

移管済み箇所

国有林

ブスノ

カミマキ

アマミズシマ

カミエビイケ

カミエビイケ
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当署では、自然環境の保全、希少な野生動植物の保護、遺伝資源の保存等を目的に、優

れた自然環境を有する国有林野の一部を保護林に設定して維持・保全に取り組んでいます。

特に火打山におけるライチョウ生息地の保護については、地元関係機関と連携して取り組

んでいます。

また、国有林野の96%が土砂の流出の防備、公衆の保健等の保安林に指定され、国有林

野の有する公益的機能を十分に発揮できるよう、維持管理を行っています。

 そのほか、管内には百名山等特徴ある山々があります。

糸魚川市

上越市

妙高市

犬ヶ岳ホンシャクナゲ
希少個体群保護林

蓮華ライチョウ
希少個体群保護林 火打山周辺ライチョウ

希少個体群保護林

② 自然環境の維持・保全

ライチョウ

①

④

②
③

⑨
⑤
⑥

⑩

⑧

⑪
⑦

⑫

○番号はp8の名山の
位置を表しています

犬ヶ岳ホンシャクナゲ希少個体群保護林※ （115 ha）

新潟県糸魚川市小滝（長トガ国有林）所在地

犬ヶ岳から黒岩山の稜線でヒメコマツ、クロベ等の点在する天然生林と下層植生であるホンシャクナゲ群
落の保護。

（ホンシャクナゲは新潟県以西の本州、四国山地に分布。自然植生の北端部に生育し希少。）

目的等

蓮華ライチョウ希少個体群保護林※ （975 ha）

新潟県糸魚川市大所（蓮華山国有林）所在地

朝日岳～雪倉山～三国境～小蓮華山～乗鞍岳等に連なる稜線に広がるハイマツ及び白馬山系高山植
物群落を保全し、ライチョウ生息地を保護。

目的等

火打山周辺ライチョウ希少個体群保護林※ （827 ha）

新潟県妙高市関山（妙高山国有林）、同市杉野沢（八貴山国有林）、糸魚川市大平（焼ヶ山国有林）所在地

裏金山～焼山～影火打～火打山～雷鳥平に連なる稜線に広がるハイマツ及び妙高山連峰高山植物群
落を保全し、北限のライチョウ生息地を保護。

目的等

※平成27年9月に保護林制度が改正されたことに伴い、平成29年度にかけて検討が行われ、新たな保護林区分へ
再編されました。

⑬

焼山⑦（左）、火打山②（右） 妙高上空から小蓮華山⑨ 「船越の頭」から

管内の保護林
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雨飾山頂からは 「奴奈川姫の横
顔」 が見られる

鋸岳⑬（右）

溶岩ドームと外輪山が特徴。山麓にはスキー場が多い。2454m妙高山百名山①

管
内
の
名
山

ライチョウの北限、初夏ハクサンコザクラ等の高山植物が咲き乱れる。2462m火打山百名山②

新潟、長野どちらの登山口にも温泉があり通好みの山。「猫耳」の双耳峰として知られる。1963m雨飾山百名山③

登山口の一不動から二釈迦、三文殊、・・・と刻み十阿弥陀で頂上へ。2353m高妻山百名山④

白馬岳から北へなだらかな稜線をたどり、馬の鞍のような山容。2611m雪倉岳200名山⑤

栂海新道の入り口、ここから黒岩山まで高層湿原が点在する。2418m朝日岳300名山⑥

溶岩ドームがせり上がった山容はまさに火山、いまなお活動は続く。2400m焼山300名山⑦

高田平野の東、三角錐の山容が市街地からも目を引く。992m米山300名山⑧

新潟県最高峰、白馬岳に続く稜線には高山植物が豊富。2766m小蓮華山⑨

日本海に面する親不知から朝日岳（上記⑥）を結ぶ縦走路［栂海新道］のおよそ中間点。1593m犬ヶ岳⑩

信越トレイルが通る関田山脈の最高峰。昨年、信越トレイルは苗場山まで延伸された。1289m鍋倉山⑪

関田山脈の東部を代表する名山。信越トレイルから寄り道して訪れよう。1129m菱ヶ岳⑫

針山(1575m)、阿弥陀山(1511m)、鋸岳(1631m)等人を容易に寄せ付けない急峻な山が連なる。海谷山塊⑬

雪倉岳⑤（手前） 朝日岳⑥（奥）
小蓮華山から

菱ヶ岳⑫ 関田山脈稜線から

妙高山① 春の訪れを告げる「跳ね馬」の雪形

高妻山④ 妙高山上空から俯瞰

米山⑧ 上越市吉川区から
鉢山と阿弥陀山⑬

雨飾山③ 根知谷から



糸魚川市

上越市

妙高市

国民の皆さんが森林の中で自然と「親しみ、遊び、学ぶ」喜びを味わうことができるよう、森林との

ふれあいを推進しています。

優れた自然景観を有し、森林浴、自然観察、野外スポーツ等に適した森林を「レクリエーションの

森」として選定しています。

管内では5か所、約3,600 haを「レクリエーションの森」に設定しています。

菱ヶ岳スポーツ林

妙高山スポーツ林

妙高杉ノ沢スポーツ林

笹ヶ峰自然休養林

蓮華風致探勝林

－9－

・ 関川最上流に位置する地域で標高約1300 m ～ 1900 mの山岳

地帯にある笹ヶ峰ダム上流部に接した区域は、隣接民有地の

笹ヶ峰ダム、乙見湖等と一体的な利用が図られ、森林浴、ハイキ

ング、準高地トレーニング等の体力づくりのための研修、合宿の

場等として利用されています。

・ ブナ、ミズナラ等の落葉広葉樹、カラマツ人工林等で構成され、

優れた自然景観を形成しています。

・ 平成20年4月に、笹ヶ峰、夢見平の散策路は安全で歩きやすい

歩道として整備されており、「森林セラピーロード」として認定され

ています。

◆笹ヶ峰自然休養林 (妙高市杉野沢、面積2,201 ha）

夢見平の水芭蕉

③ 人と森林とのふれあいの推進

管内のレクリエーションの森

夢見平への入り口

ハルニレの大木

きれいなカラマツ林
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・ 妙高山東麓の標高約700 m ～ 1800 mに位置し、地形

は起伏に富み、12月～5月上旬はスキーに、5月～11月

は妙高山への登山、ハイキング、自然観察等に利用さ

れています。

（赤倉温泉スキー場、赤倉観光リゾートスキー場、妙高

スキーパーク、関温泉スキー場、休暇村妙高ルンルン

スキー場）

◆妙高山スポーツ林 （妙高市赤倉、面積746 ha）

◆妙高杉ノ沢スポーツ林 （妙高市杉野沢、面積481 ha）

・ 赤倉山の南山腹、標高約1000 m ～ 2000 mに位置し、

変化に富んだスキーコースを有し、ゴンドラリフト山頂

駅やコースからの高妻山、黒姫山、飯綱山、斑尾高原、

野尻湖の眺望が見事です。

（妙高杉ノ原スキー場）

・ 菱ヶ岳の北東面、標高約700 m ～ 1000 mに位置し、

豊富な積雪に恵まれ、地形の変化に富んだスキー場で

す。

スキー場上部は、日本海、高田平野が望めるビュース

ポットです。

（キューピットバレイスキー場）

◆菱ヶ岳スポーツ林 （上越市安塚区、面積17１ ha）

多くのスキーヤー・スノーボーダーで賑わう

スキー場から望む日の出と信越の山々

プロセッサによる造材作業

公益重視の管理経営を推進し、水源の涵養、山

地災害の防止、地球温暖化の防止等、森林の有す

る多面的機能を効果的に発揮させるべく、地域の

特性や森林の現況等を踏まえ、間伐等の森林整備

を適切に実施しています。

また、こうした森林整備により生産した木材の

持続・計画的な供給に取り組んでいます。

④ 森林の整備と木材の生産

・ コメツガやブナを中心とする原生的な森林と高山植物に

富み、仙気ノ湯、黄金湯、薬師の湯、三国一の湯等の

「蓮華温泉の七湯」があることから、自然探勝、ハイキン

グ、湯治に多くの方が訪れています。

・ 県内最高峰の小蓮華山（標高2766 m）、白馬岳等への

登山基地としても利用されています。

◆蓮華風致探勝林 （糸魚川市蓮華山、面積43 ha)

蓮華温泉

アヤメ咲く散策路
源泉の付近では
噴気が湧き上がる



当署では、地元自治体、NPO等による自然体験、森林づくり、森林環境教育等の活動を支援

するため、地元自治体等と協定を締結し、国有林野のフィールドの提供に取り組んでいます。

「鏡池ふれあいの森」：上越市西谷内（惣山国有林）44 ha

森林の中で遊びたい、森林とふれあいたい、森林の豊かさを

理解したいという声に応えるため、「遊々の森」を設定（国立妙

高青少年自然の家と協定）しています。

国立妙高青少年自然の家では、地元、他県の学校等による

森林整備、自然観察、登山等の体験の場として活用しています。

◎森林・林業に関する情報・サービスの提供

◎国民参加の森林づくり協定の締結

●ふれあいの森

●遊々の森

－11－

森林をフィールドとしたボランティア活動に参加したいという要

望に応えるため、「ふれあいの森」を設定（上越市と協定）してい

ます。

上越市では地元からボランティアを募集して、散策道の整備、

自然観察会、森林整備体験、動植物調査等を実施しています。

「妙高遊々の森」：妙高市関山ほか（五万戸国有林ほか）456 ha

糸魚川市

上越市

妙高市

信越トレイル（関田トレイル）

鏡池ふれあいの森

妙高遊々の森

⑤ 国民参加の森林づくり

国民参加の森林づくり協定位置図
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新潟・長野県境の関田山脈において、NPO法人信越ト

レイルクラブにより、全国屈指のロングトレイル、「信越ト

レイル」が整備されています。

2021年9月にはコース全長約80kmから約110kmに延伸

しました。

利用者の目的や体力によって「歩くこと」自体を楽しみ

ながら、森林浴、眺望等を堪能し、コース沿線の集落の

生活や食文化にも触れられるなど、魅力あふれる「山歩

き」を体験できます。

●多様な活動の森 （信越トレイル）

「関田トレイル」：上越市安塚区ほか（菱ヶ岳国有林ほか）

◎ 森林・林業・木材利用の普及啓発の推進

森林・林業が持続可能な社会の構築に果たす

役割について普及啓発するため、地元自治体等

と連携・協力しながら、森林の多面的な機能や

適切な森林管理と木材利用の必要性等、森林・

林業と人々の生活や自然環境との関係について

の理解と関心を深める森林教室の開催、また、

枝打、間伐等の林業体験を通じて、森林環境教

育を推進しています。

森林教室（座学） 丸太切り体験

枝打ち体験

⑥ 森林環境教育

トレイルメンテナンス

巨大なブナ

散策する人々
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⑦ 地域振興への貢献

上越・中越森林管理署は、令和７年10月20日（月）、新潟県中越大震災の復旧対策見学会を
開催し、長岡、上越、糸魚川の各地域振興局、警察署、消防本部、長岡市、上越市、妙高市、
糸魚川市、十日町市及び関東森林管理局、県内の森林管理署あわせて16機関、50名が参加
しました。

中越大震災から20余年、直轄事業終了から10年の節目となる年に、復旧・復興状況を確認
しながら、関係機関と当時のエピソードや調整状況を振り返り、今後の大規模災害発生時の対
応業務に繋げていく取組です。

参加した市職員から、「関係機関が一丸となり、早期の復旧に向け尽力されていたことを知り、
有事の際には組織の枠を超えた連携調整が必要だと感じた」などの感想がありました。

今後、大規模災害がいつどこで発生するか予測は難しいですが、災害発生時には、関係す
る機関と組織の枠を超えて円滑な連携調整が行えるよう、日頃から会議などを通じて組織同
士が顔の見える関係を構築しておくことが大切だと改めて感じたところです。

上越森林管理署は、令和７年10月31日（金）に新潟焼山の国有林における防災対策について
の検討会を開催し、糸魚川地域振興局、糸魚川警察署、糸魚川市、糸魚川市消防本部、新潟
地方気象台、関東森林管理局の23名が参加しました。

新潟焼山に源を発する土石流の監視と下流域での被害の未然防止を目的とする土石流監視
施設のシステム再構築に伴い、現在の施設の状況と新たなシステムについて意見交換を行い、
地域における防災対策の連携と情報共有を図りました。

現在の施設及び今後の施設の運用方法を説明、令和８年度試験運用を経て、令和９年度か
ら本格運用する計画であることを周知するとともに、各機関との情報の共有と伝達網の調整を
図ることとしました。

参加者から、「土石流監視体制を見学できたのは非常に有意義であり、関係機関が連携して
防災に取り組むことが重要」などの話がありました。

◎ 新潟県中越大震災の復旧対策（民有林直轄地すべり防止事業）見学会
（令和７年10月20日開催）

◎ 新潟焼山の国有林における防災対策について（現地検討会）
（令和７年10月31日開催）

開会式の様子 現地での説明 土石流センサー（転倒式）の見学

開会式の様子 現場での説明（貫（つなぎ）地区） 当時の活動（消防本部）
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◎ 令和８年度の主な事業予定

治山工事 事業区分 工種 備考

 地すべり防止  大型ふとん篭土留工　外  R7補正

 地すべり防止  鋼製土留工　外  R7補正

 地すべり防止  コンクリート谷止工　外  R8当初

 地すべり防止  鋼管杭打工  R8当初

 復旧治山  法切工  R7補正

 復旧治山  コンクリート谷止工  R8当初

 復旧治山  鋼製谷止工 複数年（R7～R8）

 復旧治山  航空実播工  R7補正

 予防治山  コンクリート根固工  R8当初

 保安林総合改良整備  本数調整伐  R8当初

区域・地区 業務内容 備考

－－－上越市－－－

 伏野区域外  地すべり経過観測  R7補正

 上牧区域（C-3)  地質調査・測量・設計  R8当初

 伏野区域（柳原)  渓間工測量・設計  R8当初

－－－妙高市－－－

 南地獄谷地区  山腹工測量・設計、施設点検  R7補正

－－－糸魚川市－－－

 焼山川外
船舶及び機械器
具費

区域 業務内容 備考

 藤巻林道：2,300m
 黒倉林道：700m

維持修繕（除草工）

 700m 維持修繕（チャーター・路面整正）

主伐 うち素材生産 造林事業 備考

 2,447㎥ 500㎥
 0.76ha（地拵）、 0.76ha（植付）
 1.54ha（下刈り）

備考

－－－上越市－－－

民
有
林
直
轄

区域・地区

 伏野区域（柳原A-24）

 上牧区域（A-9-4外）

－－－十日町市－－－

 音沢区域（松ノ木田）

 伏野区域（七百外）

国
有
林
野
内
直
轄

－－－妙高市－－－

 妙高山地区（南地獄谷）

 真川地区

－－－糸魚川市－－－

 長トガ地区（小滝川上流）

－－－上越市－－－

 関川下流地区

 焼山火山地区（焼山川）

 長トガ地区（柴倉沢）

 イヌワシの巡視観察  ・巡視による猛禽類の生態観察

収穫量等

 ニホンジカの生息状況調査  ・瞬間サンプリング法によるニホンジカの生息状況調査

調査内容

林道工事

 藤巻林道、黒倉林道

間伐

 黒倉林道

 1,588㎥

委託調査等

 土石流監視施設保守点検外

測量ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務等

民有林直轄

 地すべり防止事業経過観測調査

 山腹工測量・設計及び、施設点検

国有林野内直轄

 地すべり防止事業地質調査・測量・設計

 地すべり防止事業渓間工測量・設計



首席森林官 ［髙田担当区、糸魚川担当区 ］

森 林官 ［妙高担当区 ］

（造林等の事業の実施、林産物の収穫調査、国有林の管理 等）

上越森林管理署の組織等

総 務 グ ル ー プ
（職員の人事、安全・衛生、経理、国有林野の管理（貸付、活用等)  等）

1886年(明治19年) 木曽大林区署（M21に松本大林区署、M22に長野大林区署に改称）直江津小林区署として設置。
1913年(大正 2年) 長野大林区署が廃止され、東京大林区署所管長野小林区の管轄となる。
1924年(大正13年) 林区署官制の廃止と営林局署官制の制定により、東京営林局所管高田営林署として新設。
1947年(昭和22年) 林政統一により、前橋営林局が設置され、同局の管轄となる。
1953年(昭和28年) 本署庁舎を上越市本城町に新築。
1960年(昭和35年) 前橋営林局安塚事業所を設置し、国の直轄地すべり防止事業に着手。
1963年(昭和38年) 前橋営林局松之山事業所を設置。
1967年(昭和42年) 本署に治山課を設置し、安塚、松之山両治山事業所を本署の管轄とする。
1999年(平成11年) 組織の再編により、関東森林管理局上越森林管理署となる。
2008年(平成20年) 本署庁舎を上越市大道福田に新築移転。
2013年(平成25年) 国有林野事業の会計制度が一般会計に移行となる。
2016年(平成28年) 開庁130周年を迎える。

沿革

上越森林管理署庁舎：国産材をふんだんに使用

業 務 グ ル ー プ
（森林計画、生産･造林事業、森林・林業の知識の普及啓発 等）

治 山 グ ル ー プ
（国有林野内直轄治山事業、民有林直轄地すべり防止事業、林道事業）

森林技術指導官 （民国連携、森林・林業行政への技術的支援 等）

（ ）は主な業務内容です。次 長

署 長

R8.4月版

流域保全のための治山・林道事業の実施
民有林関係者等との連絡調整 等

治 山 事 業 所 ［安塚、松之山］
（民有林直轄地すべり防止事業）

森林土木指導官

管内の国有林のことや業務内容の詳細はＨＰで！

http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/joetu/index.html
上越国有林

〒943-0172 新潟県上越市大道福田555番地
TEL：025-524-2180 FAX：025-524-2189

本署

〒943-0172 新潟県上越市大道福田555番地
TEL：025-524-2190

高田森林事務所

〒949-2219 新潟県妙高市原通13
TEL：0255-82-4850

妙高森林事務所

〒942-0411 新潟県上越市安塚区安塚2291-1
TEL：025-592-2115

安 塚 ・ 松 之 山
治 山 事 業 所


